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１,はじめに 

建設工学科では、2 年次に模型製作実

習を土木・建築それぞれの課題に取り組

んでいます。 

この実習を実際に取り組んでみて、土

木の模型製作内容を、「より現実に近い形

で取組むことができないのか。」という考

えが浮かび今回のテーマに発案しました。 

私たちは、1年生から 3年生まで製図

という授業に取り組んで来ています。し

かし、図面では実際はどの位の大きさで、

どう組み立てていくのかまでは、なかな

か経験することがありません。そこで、

この研究テーマを進め、少しでも現実に

近づけいく試みをしようと考え進めまし

た。 

 

 

２,計画 

この組み立てキットは、実際の寸法では

実習室内では作れないサイズである。そこ

で、実際の 2分の１の寸法にすれば、実習

室内で十分に組立作業ができると考え、大

きさを決定しました。 

次に、必要な鉄筋の本数を設計図面よ

り拾い出し、各鉄筋の長さや本数を計算し

求めました。試作を兼ね、一度すべての部

材を準備し、試作品を作ってみました。 

そこで、いろいろな課題や問題点が見つ

かり、どうすれば上手く作れるか、メンバ

ーで話し合い、解決策を見つけながら協力

して、より良いモノを作ることを目指し、

取組みました。 

 

3, 鉄筋の加工について 

 鉄筋の切断にあたっては、切断機の刃の

厚み（約３ミリ）を考え、目印にしっかり

と合わせ、長さが揃うように切断作業を進

めました。 



曲げ加工では、ベンダーに差し込む方向

を間違えると予定した長さとは全く変わっ

てしまい、寸法通りに曲げらることができ

ないと分かり、常に差し込む方向を確認し

つつ曲げ加工を進めました。 

鉄筋の結束では、ハッカーで結束線を回

し過ぎると切れてしまう、緩いと傾いたり、

ズレたりする問題も発生する為、この様な

事が起こらない様な結束の加減に気を配り

ました。 

 

 

４,問題点の解決 

実際の図面では、D２２と D１３の異形

鉄筋を使っていますが、学校での曲げ加工

ができる道具、ベンダーでは、D16までし

か曲げられないため、D13と D10に変更

しました。 

また、施工室の天井は、3ｍ５０㎝が

限界の高さなので、本来のサイズでは組み

立てが出来ないため、半分のサイズに縮小

しました。 

 

５,まとめ 

今回の課題研究を終えて、多くの事を学び

ました。 

鉄筋を曲げる作業の際、鉄筋とベンダー

を平行にしたり、床と垂直にして加工を行

わないと、図面の洋には上手く曲がらない

ことが分かりました。 

また、結束する際、結束線とハッカーを

使いますが、鉄筋と鉄筋を結束するにも組

立てていく順番を考えながら進めていかな

いと図面通りに出来ない為結束する前には、

組み合わせ方を考えて配筋作業を進めるこ

とが必要となします。また、下から順番に

結束作業を行うことも大切だと分かりまし

た。 

この研究課題で学んだことは、私達が就

職する現場では数多く遭遇することです。

ここで学んだことを少しでも将来の現場で

活かし、活躍できるようにしていきたいで

す。

 


